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三沢市国民健康保険運営協議会議事録概要 

 

１．日 時：平成２７年１２月１６日（水）午後１時３０分から 

 

２．場 所：三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出席者 

市 長：種市 一正 

 

【委 員】（１０名） 

会  長：山本 弥一 

会長代行：瀬崎 雅弘 

委  員：澤口 正義  樋口 茂樹  中山 広祥  小西 史人  鷹架 良子 

坂本 幸子  立花  肇  畑山 陽子 

 

【事務局】（６名） 

民 生 部 長：山本 智香子 

国保年金課長：小泉 厚子   課長補佐：湊  博一 

保険税係長：石井 美代子  国保係長：柳川 哲彦 

税務課主課長補佐：出戸 勝  健康推進課副参事兼課長補佐：成田 薫子 

 

４．議 事 

司  会： それでは、定刻となりましたので、ただ今から三沢市国民健康保険運営協議会を開催い

たします。 

初めに、定足数についてご報告いたします。 

本日は、「馬場委員」、「澤上委員」、「豊川委員」から欠席との報告を受けておりま

すので、本日の出席委員数は１０名でございます。 

定足数を満たしておりますので、本日の会議は成立することをご報告いたします。 

ここで、市長よりご挨拶申し上げます。 

 

市  長：（市長挨拶） 

 

司  会： ありがとうございました。 

続きまして、「三沢市国民健康保険税条例の一部改正」につきまして、市長より山本会長

に諮問をお願いいたします。 

 

市  長：（「諮問書」を朗読後、「山本会長」に手渡し） 

 

司  会： ありがとうございました。 

続きまして、「山本会長」よりご挨拶をお願いいたします。 



~ 2 ~ 

 

会  長：（山本会長挨拶） 

 

司  会： ありがとうございました。 

それでは、これから議事に入りますが、議長は協議会規則第３条により会長が務める事

となっておりますので、山本会長には議長席に移動していただき、議事の進行をお願いい

たします。 

 

議  長： 会議に入る前に、委員の皆様にお諮りします。 

傍聴の申出がありますが、これを許可してよろしいでしょうか。 

 

委  員：「異議なし」という声あり 

 

議  長： それでは、傍聴を許可いたします。 

 

（傍聴人入室） 

 

議  長： 会議を進めます。 

ただいま、市長から諮問をいただきましたので、皆さんに諮問書の写しをお配りします。 

 

事 務 局： （諮問書の写しを配布） 

 

議  長： それでは、審議に入る前に、本日の議事録署名人２名を決めたいと思いますが、私から

指名してよろしいでしょうか。 

 

委  員：「異議なし」という声あり 

 

議  長：「異議なし」と言うことでありますので、小西委員と坂本委員の両名を、議事録署名人と

いたします。よろしくお願いします。 

それでは、早速ではございますが、次第に従いまして進めてまいります。 

本日の審議（１）「三沢市国民健康保険税条例の一部改正について」であります。 

事務局の説明を願います。 

 

事 務 局：（配布資料に基づき説明） 

 

議  長： それでは、ただ今事務局より説明がありましたが、質問がありましたら挙手をしてご発

言願います。 
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小西委員： 意見でよろしいですか。 

前回よりも、色々な資料を提示していただき、私も調べて参りましたが、やはり、三沢市

の一般会計からの繰入が大きくなっていることは、国保財政の健全化の観点から好ましく

ないと理解しております。 

      また、長年に渡って見直しが図られてこなかったと言うことも、もちろん市民の負担の

増と言うことを考えてくださったと思いますが、やはり、「国民皆保険」と言う制度を存

続するには、若干の負担増と言うのは、受け入れざるを得ないのではないかと考えており

ます。 

      法定外繰入に関しましても、ある程度増加をしてきていると言うことは、一般会計に対

して非常に負担を掛けていると考えておりますので、事務局も色々計算してくれたと思い

ますし、市長さんからも苦しい中で諮問なされたと思いますので、私は、是非この案でや

ってみたいなと考えております。 

 

瀬崎委員： 今回の条例改正（案）の中で、１億円の増収を図ると言うことですが、参考資料の１ペ

ージ目に平成２２年度から２７年度までの調定額と収納額がありますが、収納率が８７％

から８５％とかなり低いですね。 

      そこで、確認させていただきたいのは、なぜ収納率が低いかと言う理由ですね。 

次のページに口座振替の推進と言うことで、口座振替の率もいいように見えます。 

それでも、税の収納率が低いと言うことですが、仮に収納率が１００％になれば、約１億

４千万円位増える訳ですよね。 

税を上げる前に収納率が向上すれば上げなくてもいいと言う判断もできる訳ですが、今ま

でやっていた収納率向上対策と、未納の方が多い理由は何か。 

 

事 務 局： 調定額は、仮に収納率が１００％とするとその額が収納額となります。 

今回、医療費の伸び等を見てみますと、平成２７年度で９億３千万円あり、仮に収納率が

１００％であったとしても、財源は足りない状況であります。 

      また、収納対策については、三沢市の場合、低所得者の割合が多く、どちらかと言うと

収納率が悪いと言う状況であります。 

      対策といたしましては、参考資料の２ページにあるように、一番効果があるのはやはり

口座振替の推進であります。 

      また、滞納の方につきましても、税務課でも出来るだけそう言う方との面談の機会を多

く設けて、幾らでも納めていただくよう務めていると同時に、「青森県市町村税滞納整理

機構」との連携により、滞納額を減らす努力をしておりますが、中々伸びない状況であり

ます。 

 

瀬崎委員： 収納率向上のため、２ページにあるように夜間徴収の実施とか色んな対策をしています

けれども、５番目の「年金ネット情報を活用した資格適用の適正化」とあるが、もう少し

詳しく説明をお願いします。 
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事 務 局： ２ページ目の５番目の部分ですが、例えば国保の方が社会保険に入っていたとしても、

手続きをしないとずっと国保税が掛かっている状態となります。 

そう言う方々に手続きをしていただくため、日本年金機構と契約を結び、社会保険の加

入状況情報を入手し、該当する方に手続きの案内文を送付すると言うことを行っておりま

す。 

 

瀬崎委員： そう言う方は、今まで何人位いたのか。 

 

事 務 局： 今現在で、約２００人に手続きの案内文を送付しております。 

 

瀬崎委員： そう言う方は、今まで国民健康保険だったけれども、実際は社会保険だと言うことにな

り、益々税収が減ると言うことにならないのか。 

 

事 務 局： 本来であれば、その方々は国保税を払わなくてもいい方ですが、反対に滞納が多い状況

となっております。 

仮に、国民健康保険税の納付書が来ても、自分は社会保険だから払わない。結局は滞納

になる割合が多くなっております。 

 

瀬崎委員： そう言う方も含めて国保に入っていたと言うことで、そう言う方が減れば調定額も減る

と理解してよろしいか。 

 

事 務 局： はい。 

 

瀬崎委員： あと、先ほど１億円の収入を得るための税率と言うことで約２０％と言うことでしたが、

１億円にした理由は、２０％を超えないためと言う考えかどうか。それとも、本来はもう

少し上げるべきと考えているのか。 

 

事 務 局： 本来であれば、もう少し上げたいのが本音ですが、先ほど申しましたように、皆さんの

負担を考えれば、２０％以内で収めたいと言う思いから、そう言う税率にしました。 

 

瀬崎委員： 今回の改正で約１億円の増収を図ると言うことですが、それだけでなく、一番の根本で

ある収納率の向上が図られれば更なる増収となると思いますので、その点の対策もよろし

くお願いします。要望です。 

 

坂本委員： 参考資料の 1 ページの平成２６年度と２７年度の収納率の表がありますが、２７年度は

１１月末現在と言うことですが、３月の概算でどのくらいと見込んでいるのか。 

 

事 務 局： 参考資料の 1 ページの平成２７年度の４８．６９％は、１１月末の収納率となっており

ます。 

出納閉鎖期間は５月までありますが、平成２６年度の８５．６５％を上回る収納率となる

よう頑張りたいと思っております。 
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坂本委員： 平成２６年度の８５．６５％を超える可能性があると言うことですか。 

 

事 務 局： 昨年度の８５．６５％は、これまでで最低の収納率でありましたので、是非これを上回

るように税務課と連携を図って行きたいと思っております。 

 

立花委員： 「青森県市町村税滞納整理機構」の成果は、上がっているのか。 

 

事 務 局： 「青森県市町村税滞納整理機構」の実績といたしましては、平成２５年度が８件で約１

９２万円を徴収していただきました。平成２６年度は、２４件で約３７０万円ほどですの

で、成果として上がっております。 

 

立花委員： ある程度の金額を目安として、滞納整理機構に依頼しているのか。 

 

事 務 局： 滞納整理機構につきましては、各市町村から滞納者の徴収を滞納整理機構に依頼してお

ります。 

      滞納整理機構は、各市町村から依頼を受けた滞納者に対して収納対策を行っていきます。 

      三沢市の実績といたしましては、国民健康保険税を含む市税について、平成２７年度は

２７件お願いしまして、全体で８６７万円を徴収していただいており、そのうちの国民健

康保険税は約半分近くの収納はありましたので、成果はあると言うことになります。 

 

立花委員： 明らかに、財産なり支払い能力があるにも関わらず支払わない人はいるのか。 

 

事 務 局： 明らかに、支払能力がありながら、納めない方もおりますので、そう言う方は言葉は悪

いかも知れませんが、悪質な滞納者と言うことで判断をして、滞納整理機構に依頼をして

おります。 

      また、税務課では、その他の対策として預金調査や職場調査と言う形で差押えをするこ

ともありますし、電話での催告や夜間訪問をして徴収すると言うことも続けております。 

 

立花委員： 未納の方は、５年経てば前の分を払わなくてもいいとか言うことはあるの。 

 

事 務 局： 確かに５年時効はありますけれども、その他の免除とかと言う形ではありません。 

 

樋口委員： 均等割と平等割と言うのは、例えば２人で国保に入っている場合どうなるのか。 

 

事 務 局： 平等割は、１世帯に対していくら、均等割は、人数に対して１人いくらとなりますので、

２人であれば２人分で計算されます。 

 

澤口委員： 何点かお伺いしたいと思います。 

      まず初めに、加入率ですが、市全体に対する被保険者数はどれくらいか。 

 

事 務 局： 総世帯数に占める国保世帯数の割合は、約３４％となっております。 
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澤口委員： 先ほどの小西委員の発言にもありましたが、いわゆる法定外繰入、法定内繰入の２つが

ある訳ですが、今回の改正によって約１億円の増収を図ると言うことについて、保険の制

度上、例えば一般会計からのこの１億円を繰入した場合、国から何らかのペナルティはあ

るのか。 

 

事 務 局： 一般会計から繰入をしたとしても、ペナルティはありません。 

 

澤口委員： 本当にないですか。 

 

小西委員： このことに関して、私の知る限りでは、一般財政からの繰入があまりにも多くなった場

合に、地方交付金の時に減額されるのではないかとの認識がありますが如何でしょうか。 

 

事 務 局： 法定外繰入をした場合のペナルティについては、先ほどペナルティはないと言いました

が、財源不足を補填するために繰入をしなければ、繰上充用をしなればなりません。 

      平成２５年度に三沢市の国保は、繰上充用を行いましたが、国の調整交付金の中で、そ

の部分の評価を下げることになり、結果として交付金が減額される場合もあります。 

 

澤口委員： 三沢市は、平成２５年度に繰上充用を行っていますよね。 

金額は、はっきりと覚えていませんが、結局は、ペナルティがあると言うことにはなりま

せんか。 

色々な評価項目がありますよね。先ほど意見のありました口座振替とか、そう言う達成

率とか様々なものがあって、この交付金に影響を与えると言うことがあると言う風に認識

していましたたが、そうですか。 

もし分からなかったら、後でもいいですから調べてお知らせください。 

 

事 務 局： 法定外繰入と言うことだけで考えれば、ペナルティはありませんが、関連として、先ほ

回答いたしましたとおり、繰上充用を行うことによって、場合によっては調整交付金の方

の金額が減る場合はありますので、そこをペナルティと言われれば、ペナルティでしたと

言うことになると思います。 

 

澤口委員： 実質、ペナルティになる訳じゃないですか。 

今年度の国の査定はこれからになるとか思いますが、実質的にはペナルティになる可能

性があるんですよね。 

 

事 務 局： 国の調整交付金の内容についてですが、経営努力分と言うことで色々な評価項目があり

ます。 

その中に、繰上充用を行った場合はマイナス要因となりますが、他の項目でそこをカバ

ーするだけのものを行っていれば、結果としてもらえる場合もあります。 

実績としてもらえなかった場合には、そこが要因と言うことになりますが、他の項目で

プラス要因が増加していれば、もらえる場合もありますので、その際にマイナスにならな
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い場合もありますので、一概にペナルティと言う訳ではないと考えております。 

澤口委員： 評価項目が何点かあるのは、私もよく知っています。 

ただ、私が知る限りでは、プラスになると言うのはそんなにない筈ですので、そう言う事

を踏まえれば、交付金が減る可能性が高いと思っているんですよ。 

その他の所でカバーできるのではないかと言うことですが、そう安易なものではないと私

は思っていますが、今一度見解をお聞かせください。 

 

事 務 局： 三沢市として、評価項目の中で繰上充用のマイナス点は大きいですが、現時点で、まだ

取り組めきれていない項目の中にもプラス要因がありますので、そこの所を実施し、カバ

ーして行きたいと考えております。 

具体的には、柔道整復師に係る施術と重複受診者及び頻回受診者の対策で、１か月に何度

も頻繁に受診される方に対する訪問指導がありますが、現時点で実施できていない状況に

あります。 

      その点は、プラス要因の材料となりますので、やり切れていない、なおかつプラス要因

として大きい項目を今一度見直し、実施できるものは実施して補っていきたいと思ってお

ります。 

 

澤口委員： トータルでプラスマイナスゼロであるから心配ないと言うことですが、私はそうは思わ

ないんですよ。少なくても繰上充用と言うのはマイナス３０ですよ。 

その他に、一般会計からの繰入もマイナスポイント、更に言うと徴収率も三沢市の現状

から行くとマイナスポイントではないのかなと思っているんですよ。 

唯一、口座振替、これは若干プラスになるのかなと思いますが、全体で言うとマイナス

の可能性が強いと心配している。 

      皆さん心配ないと言うことであれば、それでよろしいですけども。 

それからもう一つ、今回の値上げについて、実情は分からなくはないが、例えば１億円の

増収を図ると言うことで説明をしています。 

法定外の繰出しをした場合ペナルティはないとのことですが、この１億円を一般会計から

繰入すると、どう言う弊害があるのか。 

確かに、一番初めに聞いた被保険者数が全体の３４％だと言うことで、それでは税の公

平性の観点からみれば若干問題があるのかなあと言う気は私もしますが、ただ、今の経済

情勢を考えると、特に低所得者に対する負担と言うのがかなり大きい筈なんですよ。 

私は、このこと心配しているんですよ。 

後でこれも伺いますが、この低所得者に対する県の負担で軽減措置がありますよね。 

基盤安定だったと思いましたが、平成２６年度の実績で言うと、どれくらいの措置がなさ

れているか、資料がありましたら教えていただきたい。 

 

事 務 局： 基盤安定の金額につきましては、保険税の軽減分として、平成２６年度は１億５，２７

９万円、支援金分として１億８，６５４万２千円となっております。 

      保険税の軽減分につきましては、４分の３の１億１，４５９万２，５００円が県から入

ってきました。 

また、支援分につきましては、３，３７５万２千円で、そのうち国からは２分の１の１，
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６８７万６千円、県からは４分の１の８４３万８千円でありました。 

澤口委員： 低所得者への軽減のことで伺いますが、原則、税の申告していないと軽減にならないと

思います。 

低所得者の方で申告をしていない方がいるのでなないかと推察されますが、この方たちに

対する、今説明いただいた軽減措置は、役所でどう対応するつもりか。 

 

事 務 局： 確かに税の申告をしてもらわなければ軽減にはなりません。 

      そう言う方々に対して今年度は、昨年度軽減になっていたにも関わらず、今年度は申告

をしていないために軽減になっていない世帯に対し、軽減を受けられるように申告勧奨の

お知らせをしたところであります。 

 

澤口委員： 分かりました。 

ここを徹底しないと、値上げしたはいいが払えない。結局滞納率が大きくなってしまう、

悪循環ですよ。 

この対策をしっかりやらないと、皆さんは簡単に色んな試算をして１億円の増収を図りた

い、値上げしたいと言いますが、ここは、役所でしっかり対策してもらわないと益々大変

なことになる訳ですから、しっかりやってもらいたい。 

それからもう一つ、今の時点で分かる範囲で構いませんが、３年後の平成３０年度には後

期高齢者と同様に、会計、管理運営が県に移管する訳ですが、今値上げしないと３年後に

何か影響があるのかどうかを伺いたいが、分かっている範囲で結構です。 

 

事 務 局： 現時点では、県からはまだ何も示されておりませんが、三沢市の給付状況を見ますと、

それに見合う分の税収の試算をされるのではないかと思われます。 

 

澤口委員： 県に移管されたのちも、県が独自に一方的に決める制度になっていなくて、各市町村の

色々な実情を勘案して、その上で市町村の意見を聞くと言う風に聞いていますが、県が一

方的に決めると言うことでしょうか。 

 

事 務 局： 県が一方的に決めると言うことは、今のところ示されておりません。 

後期高齢者のように、県全体で税金が同じになるとはなりませんので、その市町村に見合

った分でと言う風に認識しております。 

県は、納付額を納めるための標準的な税率を示しますが、あくまでもその市町村が決め

ると言うことになっております。 

 

澤口委員： 具体的には、ずっと値上げしなかったと言うのは、どこかに問題があったのかなと認識

を持ってしておりますが、まあ、値上げもやむなしと言う気持ちも半分あるんですが、半

分は反対なんですよ。 

      それで、その半分と言うのは、低所得者に対する対応をしっかりやってもらいたいたい

と言うことです。 

      私は、少し乱暴な意見を言うかも知れませんが、三沢市全体の財政状況を考えればそん

なに悪くないと思っています。県内１０市で見ても、４０市町村で見ても悪くないんです
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よ。皆さん一番ご存知だと思いますが。 

      それであれば、多少のペナルティもないのであれば、私は一般会計から繰入して、低所

得者に対する負担は強いるべきではないと言うのが私の考えですが。まあ、話は分かりま

した。 

 

鷹架委員： 私も、今まで委員をずっとやってきていますが、１２年からずっと上げていないと言う

ことも、以前も１度値上げの話も出ていましたが、それでも何とかやっていけると言うこ

とで、今の状態でやって来ていた感じがしています。 

それで今、私たちもこう言う資料を見せられれば、現状としてお金が足りていないと言う

ことは分かりますが、ただ一つだけ皆さんが言っているように、収納率が下がってきてい

るからもう少し上げて欲しいと言うだけで、現状の数字から言ってもお金はもう足りない

と言うのは分かっていることですから、値上げに関しては別に反対ではなく、年々収納率

が下がってきている事に対しては、もう少し上げて欲しいと思います。意見です。 

 

畑山委員： 私も、色々な意見を聞いて、現状の様々な資料を見ても、やっぱり値上げしないといけ

ないと言うのも実際必要なことであるかなと言うのが一番頭の中にあります。 

ただ、上げる率ですよね。やはり澤口委員がおっしゃったように、低所得者に対して同

じような対応をしていいものかどうか。 

そして、あとはやはり未納の方に対して、どのように工夫して支払ってもらうかと言う

ことにも、もう少し努力して行かなければならないのではないかと思います。 

 

中山委員： 三沢市の国民健康保険税を上げるかどうかと言うことですが、八戸市や十和田市など他

の市は値上げしているんでしょうか。 

 

事 務 局： 平成２８年度、十和田市が値上げする予定で、この前の議会に諮ったようです。 

 

中山委員： 値上げする額は、市町村によって違うと言うことだと思いますが、三沢市とおいらせ町

も違うのか。 

 

事 務 局： その市町村の実情がありますので、全ての市町村で違います。 

 

中山委員： そうすると、三沢市の国保税が高いから、おいらせ町に住む人が流れる、そう言うこと

も起こって来るのではないか。 

 

事 務 局： 国保税が高いから、おいらせ町に移ると言うのは、可能性としてはないとは言い切れな

ませんが、平成２６年度で見た場合、おいらせ町の方が三沢市より１人当たりの保険税が

高かったようです。 

 

議  長： ひと通り、本日出席の各委員のご意見を伺いましたが、瀬崎会長代行、最後に何かあり

ますか。 
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瀬崎委員： 今回の条例の改正については特にありませんが、今回の大きなところは、急激に医療費

が伸びてきたと言うことですが、そうならないように４０代５０代の方の健康管理と言う

か、そう言うところの施策などをしっかりと進めていただきたいと思うんですが、そこの

ところは、今のところどのように考えているのか、もしあったら教えていただきたい。 

 

事 務 局： やはり、医療費を見てみますと、重症化してから病院に掛かるケースの方が多いようで

ありますので、特定健診やがん検診の受診率を上げるために頑張って行きたいと考えてお

ります。 

 

瀬崎委員： それも大事だと思いますが、そう言う前に４０代５０代の方に、食事と運動とか、そう

言う風なケアをする市としての施策を推進していただきたいと思いますが、そう言う考え

はあるのか。 

 

事 務 局： 医療費の抑制に関しても大変関連の深い健康づくりについてですが、健康推進課では、

昨年度「第２次健康三沢２１計画」を策定して、１１月開催した「みさわ健康フェア」に

おいても、健康づくりのガイド版を来られた皆さまにお配りしたところであります。 

また、これからホームページにもアップしますが、その中で子どものころからの健康づ

くりと言うことがすごく大事な基礎の部分になりますので、その辺りを１０年計画で掲げ

ております。 

      先ほど、委員のおっしゃいました食生活だとか運動の部分も勿論入っており、項目的に

は９項目を掲げております。 

その中でも、医療費と特に関係のある糖尿病、心、自殺。また、うつ病や心疾患、糖尿

病の悪化による人工透析の医療費も結構掛かっていると思いますので、やはり一番はがん

検診を受けていただきたいと考えており、ペット検診も予算計上をして、今年度から行っ

ているところであります。 

 

議  長： ひと通り各委員の意見を伺いましたが、本来、国民健康保険は国の補助金の部分と被保

険者の保険料で賄うことで出発しましたが、近年の急速な高齢化社会を迎えて、どの自治

体も苦慮している訳ですけども、各委員のご意見は、市の健全な運営に向けて条例改正は

止むを得ないのでないかと言うのが大体の意見ですが、ただ問題点としては、収納率の更

なる向上、ここがまだできていないと言うご意見であります。 

また、澤口委員からありましたように、低所得者に対する配慮をやるべきではないか、

それが出来ないと納得出来ないとのご意見もありましたが、低所得者に対する配慮が出来

るのかどうか、この辺を私の方からも質問します。 

 

事 務 局： 低所得者につきましては、今、軽減と言う形で入っておりますが、更に未申告者に対し

ましては、こちらから積極的に申告を取るようにして、幾らでも軽減が入るようにして行

きます。 

      また、収納率につきましても、やはり１年１年上がるように、税務課と協力しながら取

り組んで参りたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 
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議  長： それでは、せっかくの各委員のご意見もありますので、収納率の向上と低所得者の配慮

を答申書の付帯事項として載せることができるのかどうか。 

 

事 務 局： ただ今、議長からもお話がございましたが、一部改正の答申につきましては、収納率の

向上と低所得者の配慮の部分を付帯事項として付け加えて、答申と言う形はできると考え

ております。 

 

議  長： 澤口委員、よろしいでしょうか。 

 

澤口委員： はい。 

 

議  長： 他に、ご意見はございませんか。 

 

委  員：「なし」という声あり 

 

議  長： 「なし」と言うことでありますので、「三沢市国民健康保険税条例の一部改正について」

は、付帯事項を加えて諮問のとおり答申したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

委  員：「異議なし」という声あり 

 

議  長：「異議なし」と言うことでありますので、「三沢市国民健康保険税条例の一部改正につい

て」は、諮問のとおり答申することといたします。 

なお、市長への答申は、お忙しい中、皆様にお集まりいただくのも恐縮でありますので、

会長の私と瀬崎会長代行の２人で答申をしたいと思いますが、お任せいただけますでしょ

うか。 

 

委  員：「異議なし」という声あり 

 

議  長：「異議なし」と言うことでありますので、市長への答申については、私と瀬崎会長代行の

２人で行いますので、事務局には、日程の調整をお願いします。 

議題の方は、以上でありますが、委員の皆様から何かございますか。 

 

委  員：「なし」という声あり 

 

議  長： 事務局の方から、何かございますか。 

 

事 務 局： 委員の皆様には、年末の大変お忙しい中、時間を割いていただき大変ありがとうござい

ました。 

先ほどの答申の事については、山本会長さんと瀬崎会長代行さんには、後日、ご相談申し

上げまして市長への答申をしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

今後の予定につきましては、平成２８年第 1 回定例会に「三沢市国民健康保険税条例の  
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一部改正（案）」を上程する予定であります。 

議会の議決が得られました暁には、平成２８年度の国民健康保険税から新しい税率等が

適用されることとなります。 

      委員の皆様には、これまでのご審議につきまして、改めて感謝申し上げますとともに、

今後とも当市の国保財政安定化にご理解とご協力、またご指導を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げまして、簡単ではありますが事務局からのお礼とさせていただきます。 

      ありがとうございました。 

 

議  長： それでは、以上で議長の職を終わらせていただきます。 

皆様のご協力、心から感謝申しあげます。 

ありがとうございました。 

 

司  会： それでは、以上をもちまして三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。 

皆様、大変お疲れ様でした。 

 

 

平成２７年１２月１６日開催の三沢市国民健康保険運営協議会は、以上のとおりである。 

 

以 上 


